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(54)【発明の名称】 表示装置の駆動方法、表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶画像表示装置に於いて、表示パターンの
種類によらず、縦クロストークを低減する必要があっ
た。
【解決手段】  液晶パネル１０５と、ソース信号ドライ
バ回路１０２と、ゲート信号ドライバ回路１０３と、セ
レクタ１０６と、対向電極に電圧を印加する対向電圧発
生回路１０４と、映像データの入力を受け、ソースドラ
イバ回路１０２およびゲート信号ドライバ回路１０３に
印加する電圧を制御するためのコントローラ１０１とを
備え、垂直ブランキング期間中のソース信号の電位を、
対向電極の電位に保持する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像信号配線と、前記画像信号配線と互
いに交差して、複数の格子領域を形成する走査信号配線
と、前記複数の格子領域上にマトリックス状に配置され
た、前記走査信号配線と前記画像信号配線とからの給電
を受ける半導体スイッチング素子と、前記複数の格子領
域上にマトリックス状に配置された、前記半導体スイッ
チング素子を介して、前記画像信号配線から供給される
信号を表示材料に印加するための画素電極と、前記画素
電極と対向して配置された対向電極とを備え、前記表示
材料を交流駆動して映像を表示する表示装置の駆動方法
であって、
垂直ブランキング期間中の前記画像信号配線の電位を、
前記対向電極の電位に保持することにより、
前記半導体スイッチング素子のオフリーク電流および／
または前記半導体スイッチング素子と前記画像信号配線
との間のカップリング容量による前記画素電極の電位へ
の影響を低減することを特徴とする表示装置の駆動方
法。
【請求項２】  画像信号配線と、前記画像信号配線と互
いに交差して、複数の格子領域を形成する走査信号配線
と、前記複数の格子領域上にマトリックス状に配置され
た、前記走査信号配線と前記画像信号配線とからの給電
を受ける半導体スイッチング素子と、前記複数の格子領
域上にマトリックス状に配置された、前記半導体スイッ
チング素子を介して、前記画像信号配線から供給される
信号を表示材料に印加するための画素電極と、前記画素
電極と対向して配置された対向電極とを備え、前記表示
材料を交流駆動して映像を表示する表示装置の駆動方法
であって、
有効期間中の該画像信号配線の平均電圧を求め、前記平
均電圧を垂直ブランキング期間中の前記画像信号配線の
電位とすることにより、
前記半導体スイッチング素子のオフリーク電流および／
または前記半導体スイッチング素子と前記画像信号配線
との間のカップリング容量による前記画素電極の電位へ
の影響を低減することを特徴とする表示装置の駆動方
法。
【請求項３】  画像信号配線と、前記画像信号配線と互
いに交差して、複数の格子領域を形成する走査信号配線
と、前記複数の格子領域上にマトリックス状に配置され
た、前記走査信号配線と前記画像信号配線とからの給電
を受ける半導体スイッチング素子と、前記複数の格子領
域上にマトリックス状に配置された、前記半導体スイッ
チング素子を介して、前記画像信号配線から供給される
信号を表示材料に印加するための画素電極と、前記画素
電極と対向して配置された対向電極を有する表示パネル
と、
前記画像信号配線に電圧を印加するための画像信号ドラ
イバ回路と、
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前記走査信号配線に電圧を印加するための走査信号ドラ
イバ回路と、
前記画像信号ドライバ回路に電圧を印加するためのセレ
クタと、
前記対向電極に電圧を印加する対向電圧発生回路と、
映像データの入力を受け、前記画像信号ドライバ回路お
よび前記走査信号ドライバ回路に印加する電圧を制御す
るためのコントローラとを備え、
前記コントローラが、垂直ブランキング期間中の前記画
像信号配線の電位を、前記対向電極の電位に保持するこ
とにより、前記半導体スイッチング素子のオフリーク電
流および／または前記半導体スイッチング素子と前記画
像信号配線との間のカップリング容量による前記画素電
極の電位への影響を低減することを特徴とする表示装
置。
【請求項４】  画像信号配線と、前記画像信号配線と互
いに交差して、複数の格子領域を形成する走査信号配線
と、前記複数の格子領域上にマトリックス状に配置され
た、前記走査信号配線と前記画像信号配線とからの給電
を受ける半導体スイッチング素子と、前記複数の格子領
域上にマトリックス状に配置された、前記半導体スイッ
チング素子を介して、前記画像信号配線から供給される
信号を表示材料に印加するための画素電極と、前記画素
電極と対向して配置された対向電極とを有する表示パネ
ルと、
前記画像信号配線に電圧を印加するための画像信号ドラ
イバ回路と、
前記走査信号配線に電圧を印加するための走査信号ドラ
イバ回路と、
前記画像信号ドライバ回路に電圧を印加するためのセレ
クタと、
前記対向電極に電圧を印加する対向電圧発生回路と、
映像データの入力を受け、前記画像信号ドライバ回路お
よび前記走査信号ドライバ回路に印加する電圧を少なく
とも制御するためのコントローラとを備え、
前記コントローラは、有効期間中の該画像信号配線の平
均電圧を求め、前記平均電圧を垂直ブランキング期間中
の前記画像信号配線の電位とすることにより、前記半導
体スイッチング素子のオフリーク電流および／または前
記半導体スイッチング素子と前記画像信号配線との間の
カップリング容量による前記画素電極の電位への影響を
低減することを特徴とする表示装置。
【請求項５】  前記コントローラは、
前記画像信号配線毎の前記映像データを加算する加算器
と、
前記加算された映像データのうち、上位の所定のビット
成分だけを保持するラッチとを備えたことを特徴とする
請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】  前記コントローラは、
前記画像信号配線毎の前記映像データを加算する加算器
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と、
前記加算された映像データを除算して、上位の所定のビ
ット成分だけを出力する除算器とを少なくとも備えたこ
とを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項７】  請求項１から６のいずれかに記載の本発
明の全部または一部の手段の全部または一部の機能をコ
ンピュータにより実行させるためのプログラムおよび／
またはデータを担持した媒体であって、コンピュータに
より処理可能なことを特徴とする媒体。
【請求項８】  請求項１から６のいずれかに記載の本発
明の全部または一部の手段の全部または一部の機能をコ
ンピュータにより実行させるためのプログラムおよび／
またはデータであることを特徴とする情報集合体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、情報処理端末、デ
ィスプレイモニタ等に利用される液晶等を用いた表示装
置の駆動方法および表示装置等に関する。
【０００２】
【従来の技術】図５は従来の液晶表示装置の構成を示す
概念図であり、図において、５０１はデータ線（ソース
電極線）を駆動するソースドライバＩＣ、５０２はＴＦ
Ｔ液晶パネル、５０３は走査線（ゲート電極線）を駆動
するゲートドライバＩＣ、５０４は走査線（ゲート電極
線）、５０５はデータ線（ソース電極線）である。
【０００３】図３は、ＴＦＴ液晶表示パネルを構成する
ＴＦＴ回路の構成を示す概念図であり、ＴＦＴ回路３０
０において、液晶表示素子は、ソース電極線３０１とゲ
ート電極線３０２と接続したＴＦＴ３０３に接続された
画素電極３０４と、対向電極３０５との間に液晶層が挟
み込まれた構造であり、各画素に対応する液晶セルに電
圧を印加し光透過率を制御することで、画像を表示して
いる。
【０００４】このようなＴＦＴ回路３００の動作は、以
下のようなものである。すなわち、ゲート信号線３０２
にゲート電圧Ｖｇを印加することによりＴＦＴ３０３の
スイッチング動作を行い、ゲート電圧ＶｇがＯＮの時
に、画素電極３０４と対向電極３０５との間に配置され
る液晶セルに印加すべき電圧Ｖｌｃを、ソース電極線３
０１に印加されているソース電圧Ｖｓの電位まで充電
し、ゲート電圧Ｖｇが０ｆｆの時に、液晶容量Ｃｌｃを
用いて電位Ｖｌｃを保持する。
【０００５】ところで、液晶セル中の液晶分子は、直流
電圧を長時間印加すると分極を起こし特性が劣化するた
め、液晶セルに供給するソースドライバ出力を交流電圧
波形とするのが一般的であり、大型の液晶パネルでは、
１フレーム（垂直走査期間）毎に交流化（駆動電圧の極
性を反転させること）することが広く用いられている。
【０００６】しかしながら、交流反転の位相の影響によ
る画質劣化も知られている。図６は中間調のラスタ画面
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に黒ウィンドウパターンを表示した例で、図に示すよう
に、黒ウィンドウパターンの上下に画質劣化した領域が
生じる、いわゆる縦クロストークが発生している。
【０００７】この縦クロストークの原因は次の通りであ
る。すなわち、図４に示すように、ＴＦＴ３０３は、ス
イッチ４０１とオフリーク抵抗Ｒと画素電極３０４と隣
接するソース電極線３０１ｂからのカップリング容量Ｃ
に置き換えることができるが、画面黒ウィンドウパター
ンを含む領域を表示するソース電極線は、ラスタ画面の
みの領域を表示する他のソース電極線の電位に対し、画
面の走査に応じて電位が変動する。
【０００８】この電位の変動が、画素電極３０４とソー
ス電極線と間のカップリング容量Ｃを通して、画素電極
３０４に誘導されることと、画素電極３０４とゲート電
極線３０４ａとの間に配置されたＴＦＴ３０３のオフリ
ーク電流として印加される信号電圧による、画素電極３
０４の電位の変動が、本来ラスタ画面を表示すべき領域
の画素に影響を与える。つまり、同じラスタ画面を表示
する画素でも、黒ウィンドウパターンの存在する領域を
通るソース電極線に接続された画素と、黒ウィンドウパ
ターンが存在しない領域を通るソース電極線に接続され
た画素とでは、上記カップリング容量による誘導電圧お
よびＴＦＴのオフリーク電流に相違が生じる為、縦クロ
ストークが生ずる。
【０００９】従来より、このような縦クロストークの対
策としては、ソース電極線を通して供給される映像信号
の極性を、画素（ソース電極線）単位で反転（ドット反
転）させるか、もしくはゲート電極線単位で反転（ライ
ン反転）させるとともに、両者の反転に加えて、映像信
号の極性をさらに１フィールド毎に反転させるものがあ
り、これによれば、ソース電極線に印加される信号の平
均電位は正極性信号と負極性信号の概略中間電位とな
り、上記縦クロストークによる画像品質劣化を回避する
ことができる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
対策を用いた液晶表示装置においても、表示画面のパタ
ーンによっては画像品質劣化が生じる場合がある。
【００１１】図７は、中間調のラスタ画面の上下に１水
平走査線毎に黒と白のパターンを交互に形成した縞模様
パターンを表示した図である。図に示すように、中間調
ラスタ表示部の上下に１水平走査線毎の黒／白の縞模様
パターンを表示した場合、中間調ラスタ部に薄い横筋が
発生する。
【００１２】次に、図２（ｂ）は、上記パターンに於け
るこの２つのソース電極線Ｓ１（白黒の縞模様をクロス
するライン）、Ｓ２（白黒の縞模様をクロスしないライ
ン）とゲート電極線Ｇ１（中間調の部分）で選択される
画素Ｐ１，Ｐ２に印加される信号の波形を比較したもの
である。図において、Ｖｓｙｎｃは垂直同期信号、Ｅｎ
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ａｂｌｅは有効画素信号、Ｇａｔｅ  Ｏｎ  ｔｉｍｉｎ
ｇ（Ｇｎ）は、ソース電極線Ｓ１およびＳ２と交差する
ゲート電極線ＧｎのゲートのタイミングのＯＮ／ＯＦＦ
を示す信号である。
【００１３】また、図８は、画素電極に保持される電圧
Ｖｌｃと、透過率との関係を示すグラフである。以下、
図２，７，および８を参照して、説明を行う。
【００１４】はじめに、ソース電極線Ｓ１のソース出力
波形Ｓ１－Ｖｓは、白黒の縞模様の部分はライン毎の電
位の反転によりフラットに、また中間調ラスタ画面の部
分もフラットである。また、ソース電極線Ｓ２のソース
出力波形Ｓ２－Ｖｓは、いずれの表示領域も中間調ラス
タ画面を表示している為、フラットである。
【００１５】次に、画素Ｐ１，画素Ｐ２の画素電位Ｖｌ
ｃは、ゲート電極線がＯＮとなることにより、Ｖｓレベ
ルに充電された後、ゲート電極線のＯＦＦ後、次の周期
（フレーム）にてゲート電極線が再びＯＮするまで保持
されるが、このＯＦＦ期間に、図４を用いて説明した理
由により、オフリーク抵抗Ｒとカップリング容量Ｃを通
してＶｌｃとＶｓとの間の電位差が存在する場合、オフ
リーク電流および誘導電圧が加わり、Ｖｌｃの電位が変
動してしまう。すなわち、画素電位Ｖｌｃと、変動によ
り印加される電圧との差が大きい場合、この差が画素電
位Ｖｌｃにさらに印加されてしまう。
【００１６】したがって、画素Ｐ２はＶｓとＶｌｃとが
ほぼ同電位の為、オフリーク抵抗Ｒおよびカップリング
容量Ｃによる電圧変動はほとんど起こらないが、画素Ｐ
１は、黒／白の縞模様部分で、オフリーク抵抗Ｒおよび
カップリング容量Ｃとによって印加される電位と保持さ
れる電位との差が大きく、Ｖｌｃ＜Ｖｓである為、図２
（ｂ）の斜線部ΔＶで示される電圧変動が生じ、この分
だけ保持電圧がプラス側に移動してしまう（図８のΔＶ
（Ｇｎ）ａ）。
【００１７】図７に示す画素Ｐ３（Ｐ１とソース電極線
が共通で１ライン下の画素）の電位も、上記と同様な原
因で画素Ｐ１と同様にΔＶだけ同一方向（プラス側）に
移動する（図８のΔＶ（Ｇｎ）ｂ）。
【００１８】従って、ゲート電極線の反転の内、＋側の
ラインは透過率が低い方向（図７では画素Ｇｎ）へ、－
側のラインは透過率の高い方向（図７では画素Ｇｎ＋
１）に移動し、結果として、ラスタ画面上に明暗の横ス
ジが発生する。
【００１９】このような縦クロスパターンを解消しよう
とする場合、従来のように、ドット反転もしくはライン
反転を用いても、ある程度は解消できるが、垂直ブラン
キング期間中のソース電極線からの出力は最終段の画素
データをホールドする、すなわち、最終段に印加した電
位を保持するようにしているため、図７に示す例のよう
に、最終段の画素に印加される電位が大きいものである
場合は、縦クロストークの原因となる図３のオフリーク
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電流及びカップリング電圧の影響は、垂直部ランキング
期間中、ずっと大きなものとして残ることになる。
【００２０】近年、液晶表示装置は、省スペース、軽
量、低消費電力、有害電磁波が少ない等のメリットを生
かし、小型機器、ノートパソコンのみならず、ディスプ
レイ市場に於いてもＣＲＴとの置き換えが進んできてお
り、実に様々なコンピュータ、ＯＳ等に接続されること
が多くなってきた。この為、特に高精細、マルチウイン
ドウ化が進み、上記パターンやこれに近いパターンが発
生する機会が増えることが予想され、かかるパターンの
発生に対しても、高画質を維持する必要がある。
【００２１】本発明は、上記の課題に鑑みてなされたも
のであり、上記パターンや類似パターンが発生した場合
でも、縦クロストークによる影響を低減して、高画質な
表示を行うことができる表示装置およびその駆動方法を
得ることを目的とする。
【００２２】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、第１の本発明（請求項１に対応）は、画像信号配
線と、前記画像信号配線と互いに交差して、複数の格子
領域を形成する走査信号配線と、前記複数の格子領域上
にマトリックス状に配置された、前記走査信号配線と前
記画像信号配線とからの給電を受ける半導体スイッチン
グ素子と、前記複数の格子領域上にマトリックス状に配
置された、前記半導体スイッチング素子を介して、前記
画像信号配線から供給される信号を表示材料に印加する
ための画素電極と、前記画素電極と対向して配置された
対向電極とを備え、前記表示材料を交流駆動して映像を
表示する表示装置の駆動方法であって、垂直ブランキン
グ期間中の前記画像信号配線の電位を、前記対向電極の
電位に保持することにより、前記半導体スイッチング素
子のオフリーク電流および／または前記半導体スイッチ
ング素子と前記画像信号配線との間のカップリング容量
による前記画素電極の電位への影響を低減することを特
徴とする表示装置の駆動方法である。
【００２３】また、第２の本発明（請求項２に対応）
は、画像信号配線と、前記画像信号配線と互いに交差し
て、複数の格子領域を形成する走査信号配線と、前記複
数の格子領域上にマトリックス状に配置された、前記走
査信号配線と前記画像信号配線とからの給電を受ける半
導体スイッチング素子と、前記複数の格子領域上にマト
リックス状に配置された、前記半導体スイッチング素子
を介して、前記画像信号配線から供給される信号を表示
材料に印加するための画素電極と、前記画素電極と対向
して配置された対向電極とを備え、前記表示材料を交流
駆動して映像を表示する表示装置の駆動方法であって、
有効期間中の該画像信号配線の平均電圧を求め、前記平
均電圧を垂直ブランキング期間中の前記画像信号配線の
電位とすることにより、前記半導体スイッチング素子の
オフリーク電流および／または前記半導体スイッチング
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7
素子と前記画像信号配線との間のカップリング容量によ
る前記画素電極の電位への影響を低減することを特徴と
する表示装置の駆動方法である。
【００２４】また、第３の本発明（請求項３に対応）
は、画像信号配線と、前記画像信号配線と互いに交差し
て、複数の格子領域を形成する走査信号配線と、前記複
数の格子領域上にマトリックス状に配置された、前記走
査信号配線と前記画像信号配線とからの給電を受ける半
導体スイッチング素子と、前記複数の格子領域上にマト
リックス状に配置された、前記半導体スイッチング素子
を介して、前記画像信号配線から供給される信号を表示
材料に印加するための画素電極と、前記画素電極と対向
して配置された対向電極を有する表示パネルと、前記画
像信号配線に電圧を印加するための画像信号ドライバ回
路と、前記走査信号配線に電圧を印加するための走査信
号ドライバ回路と、前記画像信号ドライバ回路に電圧を
印加するためのセレクタと、前記対向電極に電圧を印加
する対向電圧発生回路と、映像データの入力を受け、前
記画像信号ドライバ回路および前記走査信号ドライバ回
路に印加する電圧を制御するためのコントローラとを備
え、前記コントローラが、垂直ブランキング期間中の前
記画像信号配線の電位を、前記対向電極の電位に保持す
ることにより、前記半導体スイッチング素子のオフリー
ク電流および／または前記半導体スイッチング素子と前
記画像信号配線との間のカップリング容量による前記画
素電極の電位への影響を低減することを特徴とする表示
装置である。
【００２５】また、第４の本発明（請求項４に対応）
は、画像信号配線と、前記画像信号配線と互いに交差し
て、複数の格子領域を形成する走査信号配線と、前記複
数の格子領域上にマトリックス状に配置された、前記走
査信号配線と前記画像信号配線とからの給電を受ける半
導体スイッチング素子と、前記複数の格子領域上にマト
リックス状に配置された、前記半導体スイッチング素子
を介して、前記画像信号配線から供給される信号を表示
材料に印加するための画素電極と、前記画素電極と対向
して配置された対向電極とを有する表示パネルと、前記
画像信号配線に電圧を印加するための画像信号ドライバ
回路と、前記走査信号配線に電圧を印加するための走査
信号ドライバ回路と、前記画像信号ドライバ回路に電圧
を印加するためのセレクタと、前記対向電極に電圧を印
加する対向電圧発生回路と、映像データの入力を受け、
前記画像信号ドライバ回路および前記走査信号ドライバ
回路に印加する電圧を少なくとも制御するためのコント
ローラとを備え、前記コントローラは、有効期間中の該
画像信号配線の平均電圧を求め、前記平均電圧を垂直ブ
ランキング期間中の前記画像信号配線の電位とすること
により、前記半導体スイッチング素子のオフリーク電流
および／または前記半導体スイッチング素子と前記画像
信号配線との間のカップリング容量による前記画素電極
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の電位への影響を低減することを特徴とする表示装置で
ある。
【００２６】また、第５の本発明（請求項５に対応）
は、前記コントローラは、前記画像信号配線毎の前記映
像データを加算する加算器と、前記加算された映像デー
タのうち、上位の所定のビット成分だけを保持するラッ
チとを備えたことを特徴とする上記本発明である。
【００２７】また、第６の本発明（請求項６に対応）
は、前記コントローラは、前記画像信号配線毎の前記映
像データを加算する加算器と、前記加算された映像デー
タを除算して、上位の所定のビット成分だけを出力する
除算器とを少なくとも備えたことを特徴とする上記本発
明である。
【００２８】また、第７の本発明（請求項７に対応）
は、第１から第６のいずれかの本発明の全部または一部
の手段の全部または一部の機能をコンピュータにより実
行させるためのプログラムおよび／またはデータを担持
した媒体であって、コンピュータにより処理可能なこと
を特徴とする媒体である。
【００２９】また、第８の本発明（請求項８に対応）
は、第１から第６のいずれかの本発明の全部または一部
の手段の全部または一部の機能をコンピュータにより実
行させるためのプログラムおよび／またはデータである
ことを特徴とする情報集合体である。
【００３０】以上のような本発明によれば、縦クロスト
ークが発生しやすい画面においても、縦クロストークの
少ない画像を得ることが表示装置に於いて可能となる。
【００３１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。
【００３２】（実施の形態１）図１は、本発明の実施の
形態１に於ける液晶表示装置を示す構成図である。
【００３３】図１に於いて、１０１はコンピュータ等か
らの映像信号を液晶パネルに出力可能な信号に変換する
コントローラ、１０２はソースドライバＩＣ、１０３は
ゲートドライバ基板、１０４は対向電圧発生回路、１０
５は液晶パネル、１０６はセレクタである。ただし、液
晶パネル１０５については、図３，図５に手示す従来例
と同様なので説明を省略する。
【００３４】以上の様に構成された、本発明の実施の形
態１による液晶画像表示装置に於いて、以下その動作を
説明するとともに、これにより本発明の表示装置の駆動
方法を説明する。
【００３５】図示しないコンピュータ等からの映像デー
タの出力は、コントローラ１０１に入力され、液晶パネ
ル表示用に変換された後、セレクタ１０５に出力され
る。このとき、コントローラ１０１には、映像データを
表示するのに必要な垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）および
イネーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ）が同時に外部より入力
され、コントローラ１０１は、垂直同期信号およびイネ
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ーブル信号から、垂直ブランキング信号を生成し、変換
した映像データと合わせて、セレクタ１０６へ出力す
る。
【００３６】セレクタ１０６は、コントローラ１０１か
ら垂直ブランキング信号を取得すると、これに基づき、
有効画素期間はコントローラ１０１から出力される映像
データを取得して、これに応じた信号をソースドライバ
回路１０２へ出力し、映像データの垂直ブランキング期
間になると、対向電圧発生回路１０４から出力される対
向電圧をソースドライバ回路１０２へ出力する。
【００３７】一方、コントローラ１０１は、入力した映
像データから、走査信号を生成して、ゲートドライバ回
路１０３へ出力する。
【００３８】セレクタ１０６の出力はソースドライバ１
０２回路に入力され、従来例と同様にして、ソースドラ
イバ回路１２０から印加される画像信号成分の電圧と、
ゲートドライバ回路１０３から印加される走査信号の電
圧とが液晶パネル１０５に与えられることにより、液晶
表示パネル１０５に映像が表示される。
【００３９】ここで、本実施の形態の液晶表示装置のソ
ース電極線に印加される電圧の波形図を図２（ａ）に示
し、従来例の場合のソース電極線に印加される電圧の波
形図を図２（ｂ）に示す。
【００４０】従来例の場合は、垂直ブランキング期間中
のソースドライバ回路への出力は、最終段の画素をホー
ルドしていた、すなわちソース電極線の電位が、最終段
の画素のＴＦＴに印加する電位と同一にしたままであっ
たため、垂直ブランキング期間中は、この最終段のＴＦ
Ｔに印加される電位とソース電極線に接続された各画素
電極との間に、縦クロストークの原因となる図３のオフ
リーク電流及びカップリング電圧の変動が生ずるため、
オフリーク電流及びカップリング電圧の影響が大きく現
れることとなった。
【００４１】これに対し、本実施例によれば、垂直ブラ
ンキング期間中はソース電極線の電位は対向電圧を中心
に正負に変動することとなり、概略平均的には対向電圧
になることより、オフリーク電流、カップリング容量の
影響を最小限に留めることができる。この為、縦クロス
トークの表示ムラの発生を抑えることができる。
【００４２】（実施の形態２）図９は、本発明の実施の
形態２による映像表示装置の構成図である。図におい
て、図１と同一符号は同一手段または相当手段である。
また、９０１はコントローラである。
【００４３】また、図１０は、本発明の実施の形態２に
よる映像表示装置に用いられるコントローラ９０１の構
成図である。図において、１００１は加算器であり、１
００２はラッチである。
【００４４】このような構成を有する、本発明の実施の
形態２による映像表示装置の動作を説明すると共に、本
発明の表示装置の駆動方法の説明を行う。
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【００４５】はじめに、映像データとして、ＳＸＧＡ：
水平１２８０（画素数）×垂直１０２４（画素数）で、
ソースドライバ回路１０２が６ビットの場合を例にとる
ものとする。コントローラ９０１は、図示しないコンピ
ュータ等からの有効期間中の映像データを取得すると、
該映像データを、各ソース電極線の本数、すなわち水平
方向の画素数毎に、加算器１００１により加算し、下位
１０ビットを捨て（１０２４で割る）、上位６ビットの
成分のみをラッチ１００２へ出力する。ラッチ１００２
は、上位６ビット成分の映像データを取得すると、コン
トローラ９０１内にて取得されているイネーブル信号を
用いてこれを保持する。
【００４６】有効期間が終了し、最終段のソース電極線
がＯＦＦになると、イネーブル信号が解除される（図２
のＶｓｙｎｃおよびＥｎａｂｌｅを参照）ため、ラッチ
９０２は、保持していた上位６ビットのデータを取り出
す。
【００４７】したがって、有効期間の終わりには、それ
ぞれの画素電極に印加される電位の平均値がセレクタ１
０６に出力され、実施の形態１の場合と同様に、ソース
ドライバ回路１０２に入力され、垂直ブランキング期間
中は、この平均値を有する電位が、ソースドライバ回路
１０２から出力され、ソース電極線上に保持されること
となる。したがって、垂直ブランキング期間中は、ソー
ス電極線の電位は、有効期間中の平均電圧を中心に正負
に変動することとなり、概略平均的には平均電圧になる
ことより、オフリーク電流、カップリング容量の影響を
最小限に留めることができる。
【００４８】このように、本実施の形態によれば、ソー
ス出力電圧が有効期間中の平均電圧になることにより、
オフリーク電流およびカップリングの影響を最小限に留
めることができる。このため、縦クロストークの表示む
らの発生を抑えることができる。
【００４９】なお、コントローラ９０１の構成として
は、図１１に示すような例としてもよい。図１１におい
て、コントローラ９０１は、加算器１１０１、除算器１
１０２、計数器１１０３、比較器１１０４から構成され
ている。
【００５０】このような構成を有するコントローラ９０
１の動作は以下のようなものである。映像データとし
て、図１０に示す例と同様、ＳＸＧＡ：水平１２８０
（画素数）×垂直１０２４（画素数）で、ソースドライ
バ回路１０２が６ビットの場合を用いるとすると、コン
トローラ９０１は映像データを取得すると、該映像デー
タを、Ｅｎａｂｌｅ信号の入力をタイミングとする加算
器１１０１により加算する。一方計数器１１０３は、Ｅ
ｎａｂｌｅ信号の入力を受けるとこれをカウントする。
有効期間中においては、１水平周期内でＯＮ／ＯＦＦを
行う。
【００５１】計数器１１０３にてカウントされる値は、
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比較器１１０４に送られると、比較器１１０４は、カウ
ントされた値と、所定の既定値とを比較し、カウントさ
れた値が既定値になると除算器１１０２に対し、除算ス
タートを開始する信号を出力する。
【００５２】除算器１１０２は、比較器１１０４より除
算スタート開始の信号を受けると、加算器１１０１から
入力する映像データを除算して、上位６ビット成分のみ
をセレクタ１０６へ出力する。セレクタ１０６から映像
信号が出力されると、垂直ブランキング期間に入るの
で、加算器１１０１および計数器１１０３にはＶｓｙｎ
ｃ信号がリセット用信号として入力され、加算器にて加
算した映像データと、計数器１１０３でカウントされて
いる値とをリセットする。
【００５３】なお、除算器１１０２の除数は、ここでは
上位６ビットのみを取り出すとして説明を行ったが、除
算器に設定する除数は、映像データのビット数等に合わ
せて、任意としてよい。
【００５４】また、上記の動作において、加算器１１０
１および除算器１１０２は、映像データを、各ソース電
極線の本数、すなわち水平方向の画素数毎に処理する
が、このとき加算器１１０２および除算器１１０２の個
数は、それぞれ水平方向の画素数と同数設けてもよい
し、それぞれ１つの加算器および除算器が、水平方向の
画素数分の映像データを処理するようにしてもよい。こ
れは、図１０に示す加算器１００１およびラッチ１００
２の構成にも言えることであり、図１０に示す加算器１
００１およびラッチ１００２は、それぞれ水平方向の画
素数と同数設けるものとして説明を行ったが、それぞれ
１つの加算器およびラッチが、水平方向の画素数分の映
像データを処理するようにしてもよい。
【００５５】また、本発明の各実施の形態における液晶
パネルは、本発明の表示パネルの一例でり、本発明の各
実施の形態におけるソースドライバ回路は、本発明の画
像信号ドライバ回路の一例であり、本発明の各実施の形
態におけるゲートドライバ回路は、本発明の走査信号ド
ライバ回路の一例である。また、本発明の表示パネル
は、実施の形態においては液晶パネルとして説明を行っ
たが、本発明の表示パネルはこれに限定するものではな
く、他にプラズマディスプレイや、ＥＬ（エレクトロル
ミネッセンス）パネルを用いてもよい。
【００５６】なお、上記の説明においては、本発明の実
施の形態における表示装置または表示装置の駆動方法に
ついて説明を行ったが、本発明は、上述した本発明の全
部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュ
ータにより実行させるためのプログラムおよび／または
データを担持した媒体であり、コンピュータにより読み
取り可能且つ、読み取られた前記プログラムおよび／ま
たはデータが前記コンピュータと協動して前記機能を実
行する媒体として実現してもよい。
【００５７】また、本発明は、上述した本発明の全部ま*
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*たは一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータ
により実行させるためのプログラムおよび／またはデー
タであり、前記コンピュータと協動して前記機能を実行
することを特徴とする情報集合体として実現してもよ
い。
【００５８】また、上記において、データとは、データ
構造、データフォーマット、データの種類などを含む。
また、媒体とは、ＲＯＭ等の記録媒体、インターネット
等の伝送媒体、光・電波・音波等の伝送媒体を含む。ま
た、担持した媒体とは、例えば、プログラムおよび／ま
たはデータを記録した記録媒体、やプログラムおよび／
またはデータを伝送する伝送媒体等をふくむ。
【００５９】さらに、コンピュータにより処理可能と
は、例えば、ＲＯＭなどの記録媒体の場合であれば、コ
ンピュータにより読みとり可能であることであり、伝送
媒体の場合であれば、伝送対象となるプログラムおよび
／またはデータが伝送の結果として、コンピュータによ
り取り扱えることであることを含み、情報集合体とは、
例えば、プログラムおよび／またはデータ等のソフトウ
エアを含むものである。
【００６０】したがって、以上説明した様に、本発明の
構成は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハードウ
ェア的に実現しても良い。
【００６１】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、縦クロ
ストークの原因となるオフリーク電流、カップリング電
圧の影響を最小限に抑えら得る為、特異な表示パターン
でも、縦クロストークの少ない表示品位の高い画像が得
られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に於ける液晶画像表示装
置の構成を示す概略図
【図２】（ａ）本発明の実施の形態１に於ける液晶画像
表示装置の駆動波形を示す概略図
（ｂ）従来例に於ける液晶画像表示装置の駆動波形を示
す概略図
【図３】一般的なＴＦＴ液晶画像表示装置の構成を示す
概略図
【図４】ＴＦＴ液晶画像素子の等価回路図
【図５】従来の技術による液晶画像表示装置の構成を示
す概略図
【図６】黒ウインドウ、背景中間調ラスタ画面表示時の
縦クロストークを説明するための図
【図７】上下が白黒の縞模様、背景が中間調ラスタ表示
の縦クロストークを説明するための図
【図８】液晶パネルにおける画素電位と透過率の関係を
示す図
【図９】本発明の実施の形態２に於ける液晶画像表示装
置の構成を示す概略図
【図１０】本発明の実施の形態２に於ける液晶画像表示
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装置のコントローラの構成図
【図１１】本発明の実施の形態２に於ける液晶画像表示
装置のコントローラの他の例を示す構成図
【符号の説明】
１０１、９０１  コントローラ
１０２  ソースドライバ回路
１０３  ゲートドライバ回路
１０４  対向電圧発生回路 *
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*１０５  液晶パネル
１０６  セレクタ
１００１、１１０１  加算器
１００２  ラッチ
１１０２  除算器
１１０３  計数器
１１０４  比較器

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図１１】
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【図９】

【図１０】
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